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ア
ジ
ア
順
位

2020年 2021年 2022年
１位 日本（4） 日本（2） 中国（4）
２位 中国（5） 中国（8） 日本（5）
３位 韓国（16） 韓国（11） 韓国（12）
４位 シンガポール（20）シンガポール（20）シンガポール（20）
５位 インド（27） タイ（33） インド（29）
６位 タイ（32） インド（36） タイ（35）
７位 マレーシア（33） マレーシア（39） マレーシア（39）
８位 インドネシア（41） インドネシア（45） インドネシア（47）
９位 フィリピン（42） ベトナム（47） ベトナム（59）
10位 ベトナム（50） フィリピン（53） フィリピン（60）

世
界
順
位

2022年
１位 米国 ６位 フランス
２位 英国 ７位 カナダ
３位 ドイツ ８位 スイス
４位 中国 ９位 ロシア
５位 日本 10位 イタリア

2022.547

英
国
の
ブ
ラ
ン
ド
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

社
が
発
表
す
る
国
家
の
「
ソ
フ
ト
パ

ワ
ー
・
ラ
ン
キ
ン
グ
2
0
2
2
年
版
」

が
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
は
国
力
を
経
済

規
模
や
軍
事
力
で
は
な
く
、「
親
し
み

や
す
さ
」「
名
声
」「
影
響
力
」
と
、
ビ

ジ
ネ
ス
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
文
化
、
教
育

な
ど
「
七
つ
の
柱
」、さ
ら
に
今
回
は
「
コ

ロ
ナ
感
染
対
応
」
を
含
め
た
五
分
野
の

指
標
で
順
位
付
け
す
る
も
の
だ
。
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
、
軍
事
力
な

ど
「
ハ
ー
ド
パ
ワ
ー
」
に
再
び
世
界
の

耳
目
が
集
ま
る
中
で
、
ア
ジ
ア
の
ソ
フ

ト
パ
ワ
ー
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

22
年
版
で
は
米
国
が
ト
ッ
プ
に
返
り

咲
き
、
2
位
が
英
国
、
3
位
が
ド
イ
ツ

と
な
っ
た
。
大
き
な
変
化
は
中
国
が
4

位
と
な
り
、
5
位
の
日
本
、
12
位
の
韓

国
を
抜
い
て
初
め
て
ア
ジ
ア
の
ト
ッ
プ

に
立
っ
た
こ
と
だ
。
コ
ロ
ナ
対
策
が
指

標
に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
で
、
習
近
平

政
権
の
「
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
政
策
」
の
評
価

が
高
ま
っ
た
が
、
中
国
は
文
化
発
信
力
、

外
交
的
な
影
響
力
の
面
で
も
力
を
増
し

て
い
る
の
も
事
実
だ
。
外
交
面
で
は「
一

帯
一
路
」
政
策
の
拡
大
が
あ
る
。

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
）
で
目
立
つ
の
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
い
う
経
済
発
展

で
先
行
し
、
成
熟
段
階
に
入
っ
た
3
カ

国
が
横
ば
い
だ
っ
た
一
方
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
成

長
国
が
そ
ろ
っ
て
順
位
を
落
と
し
た
。

特
に
高
成
長
路
線
を
疾
走
し
て
い
る

ベ
ト
ナ
ム
が
12
位
ダ
ウ
ン
の
59
位
に
転

落
し
た
の
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
る
経

済
活
動
の
一
時
的
低
下
は
あ
る
に
せ
よ

意
外
な
結
果
だ
っ
た
。
イ
ン
ド
も
コ
ロ

ナ
の
打
撃
を
受
け
な
が
ら
も
ソ
フ
ト
パ

アジアのソフトパワー
をどう高めるか

ワ
ー
の
地
位
は
維
持
し
て
い
る
。

重
要
な
の
は
、
経
済
成
長
一
辺
倒
か

ら
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
の
強
化
に
も
目
を
向

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国
が
ア
ジ
ア
で

も
確
実
に
増
え
て
い
る
こ
と
だ
。
外
資

の
工
場
進
出
と
輸
出
拡
大
か
ら
外
交
、

教
育
、
文
化
な
ど
独
自
の
競
争
力
を
内

発
的
に
高
め
、
新
た
な
成
長
の
力
と
し

な
け
れ
ば
「
中
進
国
の
罠わ

な

」
は
突
破
で

き
な
い
。
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
の
指
標
に
は

「
デ
ジ
タ
ル
化
」
や
そ
の
国
の
料
理
や

芸
術
が
世
界
に
広
が
っ
て
い
る
か
な
ど

も
含
ま
れ
て
い
る
点
は
示
唆
的
だ
。

日
本
で
は
日
本
酒
、
食
品
、
工
芸
品
、

コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
の
輸
出
で
、
活
性
化

し
て
い
る
中
小
企
業
も
増
え
て
い
る
が
、

そ
う
し
た
「
モ
ノ
」
の
中
に
文
化
や
歴

史
な
ど
の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
を
付
加
価
値

と
し
て
盛
り
込
め
る
か
が
利
益
を
生
む

カ
ギ
と
な
る
。
そ
れ
は
取
っ
て
付
け
た

よ
う
な
浅
い
ス
ト
ー
リ
ー
で
は
な
く
、

守
り
続
け
て
い
る
商
品
の
原
料
、
製
法

や
根
幹
に
あ
る
風
土
、
習
慣
な
ど
を
意

味
し
て
い
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
は
、
プ
ー
チ
ン
大

統
領
に
よ
る
強
引
な
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
の

否
定
だ
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
は
そ

れ
に
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
で
対
抗
し
て
い
る

よ
う
に
も
見
え
る
。

出典：英ブランド・
ファイナンス社

※（ ）は世界順位


